
【地域資源を活かしたまち】
①木育推進事業 142万円
②ふくしま森林再生事業 7,532万円
③林道整備・維持管理事業 326万円

④都市再生整備計画推進事業
（町道 116 号、歴史公園整備） 1億 5,503万円

⑤住宅維持管理事業 1,827万円
⑥合併処理浄化槽設置整備事業 411万円
⑦地域公共交通支援事業 1,311万円
⑧町道維持管理事業 3,535万円
⑨町道整備事業 7,279万円
⑩中山間地域等直接支払交付金事業 1,452万円
⑪多面的機能支払交付金事業 1,475万円
⑫県営貝田ほ場整備事業 7,558万円
⑬桃穿孔細菌病対策支援事業 400万円

⑭農林水産業施設災害復旧事業
（台風 19 号関連） 2,593万円

⑮有害鳥獣対策事業 506万円
⑯くにみ農業ビジネス訓練所運営事業 1,846万円

⑰公共土木施設災害復旧事業
（台風 19 号関連） 1,590万円

⑱ももたんＦＭ放送事業 2,206万円

⑲農業施設整備事業
（ハザードマップ作成ほか） 1,565万円

⑳歴史まちづくり協働事業 111万円
㉑阿津賀志山防塁史跡公有地化事業 1,001万円
㉒貝田長障子遺跡発掘調査事業 241万円
㉓阿津賀志山防塁史跡総合活用整備事業 736万円
㉔旧佐藤家住宅屋根葺替事業 630万円

㉕国見町文化財センター
（あつかし歴史館）運営事業 517万円

【人が輝くまち】
①子ども医療費事業 3,480万円
②こども木育広場つながるーむ運営事業 1,558万円
③くにみももたん広場運営事業 999万円
④子どもクラブ運営事業（国見小学校） 2,361万円
⑤預かり保育運営事業（くにみ幼稚園） 1,774万円
⑥予防接種事業 1,870万円
⑦生きがい対応型デイサービス事業 553万円
⑧高齢者いきいきサロン交流事業 367万円
⑨食の文化祭事業 175万円
⑩デイサービスセンター事業 869万円
⑪健康づくり推進事業（減塩対策事業） 368万円
⑫障がい者福祉事業 2 億 1,849万円

⑬国見町小坂くらし館
（こさかふるさと館）運営事業 108万円

⑭藤田保育所運営事業 5,309万円
⑮くにみ幼稚園運営事業 3,336万円
⑯学力向上対策事業 197万円
⑰小中学校ＩＣＴ事業 1,015万円
⑱国見小学校スクールバス運行事業 2,783万円
⑲県北中学校部活動支援事業 318万円
⑳給食センター運営事業 8,203万円

㉑国見ホイスコーレ事業
（若者を中心とした学びの場） 980万円

㉒国見ジュニア応援団事業 175万円
㉓地域学校協働本部事業 928万円
㉔観月台文化センター維持管理事業 4,596万円
㉕文化芸術振興事業 1,306万円

【交流と連携のまち】
①消防団運営事業 2,230万円
②防火水槽整備事業 1,080万円
③災害対策事業 640万円
④交通安全対策事業 214万円
⑤防犯対策事業 861万円
⑥除染対策事業（除染及び仮置場管理等） 2 億 6,508万円
⑦自家用消費野菜等放射能検査事業 403万円
⑧放射線対策健康管理事業 533万円
⑨営農再開支援事業（果樹改植事業等） 4,023万円
⑩町農産物の風評払拭ＰＲ事業 288万円
⑪ため池放射性物質対策事業 4 億 1,956万円
⑫東北楽天ＰＲ事業 370万円
⑬道の駅を核とした地域活性化事業 349万円
⑭地域おこし協力隊活動事業 1,277万円
⑮まちづくり推進事業（義経まつり等） 2,332万円
⑯周遊ツアー事業 89万円

⑰明日へ。復興・きずなイルミネー
ション事業 289万円

⑱応援大使事業 5万円
⑲交流連携推進事業 77万円
⑳定住化促進総合対策事業 97万円
㉑地域プロモーション事業 958万円

㉒道の駅国見あつかしの郷事業
（施設改修、指定管理委託） 3,041万円

㉓町民相談室兼消費生活相談センター事業 217万円
㉔広報広聴事業 725万円

㉕ふるさと国見町応援寄附金
（ふるさと納税）事業 1 億 4,322万円

町の財産
　町の財産は、土地、建物、山林、出資金、基金、
物品などがあります。令和元年度末の財産は次の
とおりです。

土 地 1,225,184.98㎡
65,621.67㎡
3,015,904.00㎡
渇水対策施設用送水管 7,100m 及びポ
ンプ 5 基
1 億 446 万円（5 件）
10 億 540 万円（21 件）
自動車 27 台、消防ポンプ車等 14 台、
ピアノ・彫塑等 31 台（基）
1 億 364 万円（奨学金貸付金等 4 債権）
20 億 3,812 万円（16 基金）

建 物

山 林

動 産

有価証券

出資金等

物 品

債 権

基 金

会　計　名 歳入決算額 歳出決算額 差引額
大木戸財産区特別会計 　 16 万円 　 12 万円 4 万円
入山財産区特別会計 　 21 万円 　 18 万円 3 万円
公共下水道事業特別会計 2 億 4,408 万円 2 億 4,287 万円 121 万円
後期高齢者医療特別会計 1 億 2,981 万円 1 億 2,917 万円 64 万円
国民健康保険特別会計 10 億 6,278 万円 10 億 6,189 万円 89 万円
介護保険特別会計（保険事業勘定） 12 億 9,603 万円 12 億 4,710 万円 4,893 万円
土地開発事業特別会計 　 1,862 万円 　 1,856 万円 6 万円
渇水対策施設特別会計 　 5,110 万円 　 4,996 万円 114 万円

　国見町には 8 つの特別会計があり、各会計とも黒字決算となっています。

特別会計決算

　財政状況が良好かどうかを示す指標に「健全化判断比率」と「資金不足比率」があります。国見町はいずれ
の指標も基準の範囲内となっていますが、引き続き無駄のない財政運営に努め、一層の財政健全化に取り組ん
でいきます。

項　　目 令和元年度 平成 30 年度 平成 29 年度

健全化判断比率

実質赤字比率 － － －
連結実質赤字比率 － － －
実質公債費比率 5.7％ 6.7％ 6.8％
将来負担比率 41.6％ 60.6％ 67.8％

資金不足比率
公共下水道事業特別会計 － － －
土地開発事業特別会計 － － －
水道事業会計 － － －

経常収支比率　 88.8％ 88.6％ 87.3％
一般会計の地方債現在高 60 億 40 万円 62 億 4,197 万円 65 億 639 万円
一般会計の積立金現在高 13 億 6,046 万円 12 億 1,346 万円 11 億 9,865 万円

　 財政調整基金 7 億 5,424 万円 7 億 5,390 万円 7 億 5,338 万円
その他の基金 6 億 622 万円 4 億 5,956 万円 4 億 4,527 万円

※赤字又は資金不足がない場合は、「－」で表しています。
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※資本的収入額が資本的支出額に不足する額 1 億 8,431 万円は、過年度分損益勘定留保資金及び減債積立金　
　で補填しました。

　町が行った水の供給サービスは、経営に必要な経費を自らの収入で賄
まかな

う「独立採算性」で、収益的収支と資
本的収支の 2 つに分かれています。

会　計　名 収入決算額 支出決算額
収益的収支 2 億 5,962 万円 2 億 5,939 万円
資本的収支 278 万円 1 億 8,709 万円

企業会計決算

水道事業会計
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